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 第 1部 近代日本における異体字研究の資料 
  第 1章 異体字研究資料としての近代手書き文書 
  第 2章 異体字研究資料としての近代教育漢字字体資料 
 第 2部 近代日本における異体字の盛衰 
  第 3章 「広」字の生成要因 
  第 4章 「鉱」字の展開要因 
  第 5章 「芽」字の盛衰要因 
 第 3部 近代日本における字体範疇 
  第 6章 俗字と略字からみた近代教育漢字字体資料の類型 
  第 7章 近代日本における字体範疇俗字と略字の差異 





2 近代日本における異体字研究の資料（第 1部） 













































































































3 近代日本における異体字の盛衰（第 2部） 


























多 Ⅴ △ ◎ ◎
Ⅲ ◎ △ ◎ 『国語便覧』と同系統の資料群
Ⅵ ◎ ◎ 成立年：早
Ⅳ △ ◎ 字種：国の略字表　成立年：遅
Ⅶ △ △ ◎ 掲載漢字組数が少ない







































3.2 「鉱」字の展開（第 4章） 
新たな字体が生成されるということは、その字体がある程度の人々の間で共有されてい
る必要がある。したがって、異体字の生成を明らかにする場合、その異体字がどのように










































4 近代日本における字体範疇（第 3部） 
4.1 俗字と略字からみた近代教育漢字字体資料の類型（第 6章） 














































































































資料名 正字 俗字 資料名 正字 俗字 
近世 増字百倍 41% 81% 字彙 97% 55% 俗字 ＞ 正字 
近代 
大全 43% 87% 康煕字典 100% 60% 
 
 
漢和大字典 100% 58% 
大字典 100% 83% 
 
 その結果、近世の資料においても近代の資料においても早引節用集においては俗字の字
体が多く、漢字字書においては正字の字体が多いことが明らかになった。HNGにおいても
俗字の字体の方が多く見られた。このことから、近代教育漢字字体資料における俗字は早
引節用集などの通俗辞書に見られる字体であり、正字は漢字字書に見られる字体であると
いえる。そして、このように通俗辞書か漢字字書かによって使用される規範的な字体が異
なっていたことにより、近代日本において字体範疇「俗字」が成立したと考えらえる。池
田証寿（1996）によると、康煕字典体を正字とする伝統は近代における漢字教育の普及や
漢和辞典の出版によって形成されたという。この指摘を踏まえると、字体範疇俗字の成立
として次のような流れが想定できる。近世日本においては、通俗辞書と漢字字書とで規範
的な字体が異なっていたが、近代になると漢字字書の規範的な字体が正字として形成され
るようになった。そのため、通俗辞書における規範的な字体は、正字とは異なるが、規範
性を有する字体範疇である「俗字」として成立した。 
 
5 結論 
 異体字の盛衰とその要因について、「広」「鉱」「芽」という字体を対象として調査した結
果、これらの字体は近代に盛衰した字体であること、これらの字体は、使用頻度の増減に
よって盛衰したことが明らかになった。使用頻度の増減を引き起こすものとしては、鉱山
の発達や貨幣制度の変化があることが明らかになった。「広」字については、「鉱」という
字体の省記方法を転用させることによって生成された字体であることを指摘した。また、
「鉱」という字体は、鉱夫の相互扶助組織である友子や鉱山関係者の移動によって鉱山と
いう位相の中で広まっていったこと、鉱山以外の位相への広まりは、鉱山と鉱山以外の機
関との文書のやり取りや鉱山が存在する集落における広まりによって起こっていたことを
明らかにした。 
異体字の機能については字体範疇「俗字」と「略字」を対象に調査を行い、異体字の機
能の一つに規範性の高低があることが明らかになった。また、高い規範性を有する字体範
疇として、正字と俗字の 2 つが存在していることについては、通俗辞書と漢字字書とで規
範的な字体が異なっていたことの反映であると考えた。通俗辞書における規範的な字体は
俗字であり、漢字字書における規範的な字体は正字であったが、近代になると漢字字書の
規範的な字体が正字として形成されるようになる。すると漢字字書の字体とは異なる字体
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である通俗辞書における規範的な字体は、正字ではないが規範性を有する俗字として成立
したと考えた。 
本研究では近代日本を対象として研究を行ったが、異体字の盛衰や異体字の機能は、従
来の研究ではほとんど明らかにされておらず、近代に存在する豊富な資料を活用すること
によって明らかにすることができたものである。本研究を通して、近代日本における異体
字研究の重要性が改めて示されたといえる。 
 
